
令和６年１０月８日 

国立研究開発法人水産研究･教育機構 

水産研究・教育機構第２１回成果発表会の開催について 

－気候変動がもたらす水産業の変化—

国立研究開発法人水産研究・教育機構は、さまざまな形で調査研究の成果の普及に努めて

います。そのひとつとして、広く一般の方々を対象とした成果発表会を開催しています。 

第２１回となる本年度の成果発表会では、「気候変動がもたらす水産業の変化」をテーマ

として、当機構が取り組む海洋現象の解明や生物の分布の変化とともに環境変動に対応する

漁業を取り巻く課題について研究開発の成果を発表します。成果発表会は会場とリモートの

ハイブリッドで開催いたします。

なお、申し込み多数で会場の定員に達した場合、リモートでの参加にしていただくことが

ございます。

発表会の様子は、後日動画配信予定です。 

日  時 令和６年１１月２９日（金）13：00～17：00 
場  所 東京証券会館ホール

（東京都中央区日本橋茅場町 1-5-8）
発表内容 ① 海洋の変動がもたらす漁業資源の変化

② いま海洋で起こっていること

③ サケ資源の現状と資源回復に向けた取り組み

④ 海水魚の分布域変化と自然雑種の増加

⑤ 明治から令和まで、魚はどこで獲れていた？

⑥ 海洋環境変化に漁業はどのように適応したらよいのか？

参加登録は下記 URLまたは右の QRコードからアクセス 

できるフォームよりお申し込みください。 

第 21回成果発表会 参加申込受付 

https://forms.office.com/r/J63UKt73ar 

※申込締切：11月 22日（金）

本件紹介先： 

国立研究開発法人水産研究・教育機構 

 （広報担当者）本部経営企画部 広報課 課長 荒井 大介 

TEL 045-277-0136 E-mail:fra-pr@fra.go.jp 

プレスリリース 

https://forms.office.com/r/J63UKt73ar

